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現代 カナダ ・イヌイッ ト社会における

贈与交換 とメッセージ交換について:

北 ケベ ッ ク ・ア ク リビ ッ ク村 で の

1990年 の ク リス マ ス を 中心 に

岸 上 伸 啓

1.は じめ に

「交換」 は,大 別 すれば,経 済的交換 と社会 的交換 とに分 け ることができるが(Simmel

1900),特 に後者 は,社 会学 や文化人 類学 の中心的 な研究主題 であるといえ る。

M.モ ース(Mauss1923-24)は,北 米北西沿岸 イ ンデ ィア ンで あ る トリンギ ッ ト族

やハイ ダ族 に見 られる 「ポ トラッチ」(注1)と 呼 ばれる贈与交換 などを研究 し,有 形財 や

無形 財の交換 は実際 の経済 的価値 以上の ものを含 み,あ るいは意 味づけ られ てお り,功 利

主義 的な経済原理で は説 明で きない ことを指摘 した。 そ して 「ポ トラッチ」 は,社 会全体

と関係す る交換=給 付 システム(全体 的給付組織)と して究 明 されな けれ ばな らな い と し

た。

B.マ リノフスキー(Malinowski1922)は,現 地 に長期滞在 し,参 与観察 に基づ いて

情報 を収集 し,民 族誌 を作成 した とい う点 で,現 代社会人類学 の父 と呼 ばれている。彼は,

メ ラネ シアの トロブ リア ン ド諸 島で行われている 「ク ラ」 と呼ばれるネ ック レスの儀礼的

と もいえる交換活動 を研究 した。彼 は,こ の交換 を経済的視点か らのみで は理解で きない

と し,交 換物 の もっ シ ンボル機能,社 会 的威信賦与機能 や交換活動 を通 して生み出 され る

トロブ リア ン ド諸島社会 の統合 や連 帯性 の維持機能 という非経済的視 点か らの解明を行なっ

た。

モースの影響 を強 く受 けた レヴ ィ=ス トロース(L6vi-Strauss1949)は,人 類 学史 上

画期的 な業績 と評価 され ている 「親族 の基本構造』 の中で,世 界中 の多 くの民族で 「母方

交差 イ トコ婚」が好 まれ た り,義 務 づけ られ ているのは,こ の婚姻 システムで は女性が単

系 出自集団間 を集団A→ 集団B→ 集団Cと いうように交換 され ることによ り,社 会全 体

の統合 や安定性が生み出 されて いるか らで あると主張 した。彼は,婚 姻 システムをメッセー

ジと して女性が交換 され るシステムと して理解 したので あった。

M.サ ー リンズ(Shallns1972)は,無 文字社会にお ける物財の流れ と社 会関係 に着 目
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し,次 の様 な見解を表明 して いる。

「特定 の社会関係が,所 与の財の動 きを拘束 はす るが,

逆 に特定 の互換活動が また,特 有の社会関係を暗示

して くれ るか らで ある。友人が贈与をすれば,贈 与

が友人 をっ くるのだ。…物財の流れが,社 会関係を

保全 した り,開 始 したり,す るか らであ る。」

(Shalins1972訳P.224)

そ して彼 は,互 酬性 とは交換 の全種類 をふ くむ交換形態の連続体であ り,そ の両極 間の距

離 は社会的距離で あるとのべ ている(Shalins1972訳P.229)。 彼 は,互 酬 性 は,愛 他

主義 的な互換活動で ある 「一般化 された互酬性」,直 接的な等価交換であ る 「均 衡 の とれ

た互酬性」 と功利的 な利益 をめざす 「否定的互酬性」 に分 けることがで き,そ れぞれが親

族圏 内,部 族圏内そ して それ以外 とい う社会的距離に対応 して いると主 張 してい るのであ

る(Shalins1972訳P.285)。 さ らに無文字社会 の種々 の交換形態 や活 動 は,人 間 はだ

れ しも快楽を求め る傾向 にあるという原理で は説明で き るわ けはな い,と 指摘 して い る

(Shalins1972訳P.285)。

社会学者 ホマンズ(Homans1961)は,社 会的交換 の視点 か ら人間 の 日常 に おけ る相

互作用 を研究 した。 ホマ ンズは,動 物が人間 と共有 す る社会的行動の属 性に着 目し,ハ ト

の行動 をモデル と し,動 物行動 の原則 は人間行動 に一般化 しうると仮定 した。 また二人 の

行為者 を含む社会的行動 は,最 終的 に個人の行動 に還 元 しうると仮定 したのである。彼は,

スキナー流 のオペラン ト心理学 に依拠 しっっ,「 交換」 プロセ スの原理 と して,(1)成 功 命

題,(2)刺 激命題,(3)価 値命題,(4)剥 奪=飽 和命題や(5)攻撃=是 認命題を提起 し,対 面的関

係,二 人 の個人間の限定交換,心 理的欲求 と経済的欲求の二重の強調および交 換項 目の功

利 的価値 などに力点 を置 いた行動心理学的交換理論 を主唱 した。

ホマ ンズの研究を 「心理学的還元主義」 と して批 判 したP,プ ラウ(Blau1964)は,

社会 的交換を,経 済学的視点か ら考察す ることを主 張 し,社 会 的交換 とは 「報酬 を もた ら

す他者 の反応」 を条件 とす る行動か らのみ成 り立 ってい るとした。彼 は互酬 的相互作用 は

当事者同士 の対等 な結合 を促進 し,社 会的統合を生 み出す けれ ども,互 酬 的相互作用 の破

綻 は,支 配 一服従の関係(地 位差)を 生み出す と主 張 した。P.ブ ラウの交換理論 は,「 社

会学 的交換理論」 と通常 は呼 ばれているが,ホ マンズの研究 と同様,二 者間の相互 行為 に

重点 を置 くという点 では,極 めて ミクロな視野の アプローチと言わざ るを得ない と思われ

る。

以上 のよ うに文化人類学 や社会学 では,「交換」 を,財 や サー ビスの や りと りだ けで は

な く,行 為 ・態度 ・感情 などの相互 間のや りとりを も包括す る ものと して取 り扱 って きた

(石川1984:133)。 そ して交換 が研究 の中心的主題で あるのは,人 々の 「交換」活動 が,
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社 会構 造や社 会過程 の基礎 とな って いるか らに他 な らないか らであ った(石 川1984:133-

135)。 だが,そ の研究方法 とな るとフランス流社会学 や文化人類学 の流 れを くむ 「全体主

義的志 向」 と英米 の社会学 の流れを くむ 「個人主義志 向」 とが社会 的交換理論 の骨子 を形

成 してい るといえ る(Ekeh1974)。

本稿 の 目的 は,カ ナ ダ国ケベ ック州 アク リビック村 の1990年 の クリスマ ス期 間 にみ ら

れた贈 与交換やメ ッセー ジの交換にっいて報告 を行 な うとともに,こ れ らの交換活動 を通

して,現 代のカナ ダ ・イ ヌイ ッ ト社会の構造 を分析 した後 に,交 換理論 にっ いて若干 の考

察を加え ることであ る。

2.ア ク リ ビ ッ ク 村 の 概 況 と ク リ ス マ ス

A.村 を取 巻 く生 態環 境 と歴 史

アク リビック村 は,カ ナ ダ国 ケベ ック州 の北西部 のハ ドソン湾に面 した所にあるイヌイッ

トの村 落であ る。 その位 置は,北 緯60度48分,西 経78度8分 であ り,寒 冷 ッ ン ドラ地

帯の上 にあ るため植生 が極 めて乏 しい環境下 にある。北極線 よ り南 に位置す るため,完 全

な白夜 や長夜 はないが,長 い冬(11月 ～4月 末)と 短 い夏(7・8月)に よ って特 徴づ

けられ る。

現在 のア クリビック村 は,1970年 代 の初 めか ら形成 され始 め,70年 代 半 ば に行 政 村 と

して公認 された(岸 上n.d.,1988,1990b)。1991年1月 初 め の人 口 は,約360名 で,

世帯総 数 は60あ ま りであ った。 この村の歴 史を要約 すれば 次のようになる(岸 上198&

1990,n.d.)。

現代 のア ク リビック村 の世 帯主 の祖 父母 にあたる人 たちは,1920年 代 にケ イ プ ・ス ミ

ス島上 にあ ったハ ドソン湾会社(以 下HBCと 略)の 交易所 で毛皮交易 に従事 していた た

めにケイ プ ・ス ミス ・イ ヌイ ッ トと呼ばれていた。 このイ ヌイ ッ トは,も ともとは2っ の

地域,ケ ベ ック州北部 にある ウンガバ湾のカ ンギス ジュア ック(Kangisujuak)付 近 を

主要 な生 活領域 とするグループ とハ ドソン湾側 のボ ブングニ ック(Povungunituk)か ら

イヌ クジュアク(lnuku〕uak)に かけての地域 を生活領 域 とす る2っ の グル ー プか ら形

成 されていた。 この2っ の グルー プは,1920年 代 か ら1950年 代 初めにかけてケ イプ ・ス

ミス島のHBC交 易所 で行 われた毛皮交易 や婚姻 による新 しい社 会関係 の創 出 を通 して,

ケイプ ・ス ミス ・イヌイ ッ トとしての集団アイデ ンテ ィテ ィを形成 した。

1950年 代 の初 めにケイプ ・ス ミス島にあ ったHBC交 易所 は閉鎖 され,現 在 のボ ブ ン

グニ ック村 の南へ と移転 した。当時,蔓 延 していた結核病 のたあ,ケ イプ ・ス ミス ・イ ヌ

イ ッ トの総人 口の3分 の1に あた る人が,政 府 の手 によ ってカナ ダ南部 の病院 へ と送 られ

た。 このため,交 易 の都合 や患者 の帰 りを待 っために このイ ヌイ ッ トの人 々は,ボ ブ ング

ニッ ク地域 へと移 り住 んだ。 当初,彼 らはボ ブングニ ック村には一 時的に居住 し,い つか
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はケイプ ・ス ミス地域 へ帰 りたい と考えていたが,1960年 代 に始 まる政府 の イ ヌイ ッ ト

定 住化政策 の実施 のため,彼 らは,ハ ドソン湾側 の行政 的中心地 の一っで あったボブ ング

ニ ックに他 の地域 か らや って きたイ ヌイ ッ トのグループ と約15年 間一緒に住むことにな っ

た。

1970年 代 に,北 ケベ ックの先住民 の土地権 その他 の諸権利 に関 す る ジェー ム ス湾協 定

の締結 などを機 に,ケ イプ ・ス ミス ・イヌイ ッ トは,ケ イプ ・ス ミス地域へ と帰 り,現 在

のア クリビック村 を形成 し,現 在 に至 っている(詳 しくは,岸 上n.d.を 参照)。

B.ア ク リ ビ ック村 の 現状 と ク リス マ ス

現在 のイヌイ ッ トは,冬 に雪 の家 に住 むことはな く,政 府が提供 した プ レハ ブ家屋 に住

んでお り,狩 猟や漁携 の時 にのみ野外 でキ ャンプ生活 をお くるという生活様式を とって い

る。

経済活動 も純粋な 自立型 の生業活動 ではな く,生 業 と貨幣 の混交経済 システ ムを とって

いる。現在 のイヌイ ットは,ラ イ フル,化 繊製漁網,ス ノーモー ビルや船外機付 きカヌー

などを利用 して,食 糧 を獲得 するために,狩 猟 ・漁携活動 を行 なってい るのである。また,

イヌイ ットの現金収入源 と しては,生 協 や役場で の仕事,ス トー ン・カー ビングの制作 ・

販売,獲 物 の肉を村 に売 る ことや,老 齢年金,子 女扶養手 当,失 業手当な どの ような政府

が支給す る福祉金 ・生活補助金 などがある。

アク リビック村の一年 の生業周期 を四季 に分 けて記述す ると次 の よ うにな る。11月 か

ら翌年 の4月 にか けての冬期 は,海 氷上 の呼吸穴や海氷上 の水際での アザ ラシ猟,陸 上で

のカ リブー猟や湖での網漁 などが行 われる。5月 か ら6月 にか けて氷が本格的 に溶 け始め

るが,こ の時期に は海氷上 の水際 でのアザラシ猟,陸 上で のカ リブー猟や湖での網漁が行

われ る。7月 か ら9月 にか けての夏 は,キ ャンプの季節で あるが,海 上でのカ ヌーを利用

したアザラシ猟,海 浜部で のホ ッキ ョクイワナの網漁,陸 上で のカ リブー猟や村 の大型船

を利用 したセ イウチ猟や シロイルカ猟 が行われ る。10月 か ら11月 にか けての秋 に は,海

上で カヌーを利用 した アザ ラシ猟 や陸上で のカ リブー猟が行われ る。また川で はホ ッキ ョ

クイワナな どを取 る網漁が行 われる。 なお,現 在 のアク リビック村で は,少 な くて も食糧

の50%以 上 は狩猟や漁携 によ って獲得 され る肉や魚で あり,残 りは現金 に よ って 生協 で

購入 され る缶詰,パ ンな どの食物 である。

C.ク リスマ ス

カナダ ・イヌイ ッ トの伝統的 な宗教 はアニ ミズムとシ ャマニズムであ った(注2)。 北

ケベ ックで は,1880年 代 に英国聖公会が布教活動を開始 し,ケ ベ ック ・イ ヌイ ッ トの大

半 は聖公会派に属 してい る。 アク リビック村 にも英国聖公会派の教会があ り,イ ヌイ ット

の準牧師がい るが,彼 が中心 となって水曜 日の夕方 と日曜 日の朝夕 には ミサが行われて い

る。 キ リス ト教信者 であ るイヌイ ッ トにとって ク リスマスは,復 活祭 と並びたいへん に重
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要 な儀 式 で あ る と い え る。 特 に,カ ナ ダ ・イ ヌ イ ッ ト社 会 に お いて は,ク リス マ ス ・シ ー

ズ ンは,祝 祭 と プ レゼ ン ト交 換 の季 節 で あ り,12月20日 す ぎか ら1月5日 頃 ま で ほ ぼ 毎

日,村 や 生 協 が 主 催 す る昼 食 会 や ゲ ー ム大 会 が 開 催 され る(岸 上1991a,b)。1990年 の

ク リスマ スか ら1991年 の 新 年 にか けて の ア ク リビ ッ ク村 で の 行 事 は,以 下 の 通 りで あ っ

た。

1990年12月22日*女 性(主 婦)の 魚 釣 り大 会

*男 性 は翌 日の 昼食 会 の た め に ライ チ ョウ猟 に 行 く

12月23日*村 の コ ミュニ テ ィー ・ホ ー ル で 村 全 体 の 昼 食 会

*村 レベ ル で の ク リス マ ス ・プ レゼ ン トの 交 換 会

12月24日*(夜)コ ミュニ テ ィー °ホ ー ル で ダ ン ス

*ミ サ

*ダ ンス

12月25日*(昼)野 外 で の ゲ ー ム大 会

*(夜)コ ミュニ テ ィー ・ホ ー ル で の ゲ ー ム大 会

12月26日*(昼)野 外 で ゲ ー ム大会

(夜)コ ミュニ テ ィー ・ホ ー ル で ゲ ー ム大会

12月27日*湖 で の魚 釣 り大 会

12月29日*ア ザ ラ シ猟 大 会

12月31日*(昼)野 外 で ゲ ー ム大 会

(夜)コ ミュニ テ ィー ・ホ ー ルで ダ ンス

1991年1月1日*(朝)野 外 で ゲ ー ム大 会

(正 午)商 品 の ば らま き

(昼)野 外 で ゲ ー ム大 会

1月2日*(夜)コ ミュ ニ テ ィ ー ・ホー ルで ダ ンス と生 協 主 催 の福 引 き

1月3日*(夜)コ ミュ ニ テ ィー ・ホ ー ルで ゲ ー ム大 会

1月4日*(夜)コ ミュ ニ テ ィ ー ・ホ ー ルで ゲ ー ム大 会

この よ うに,ク リスマ スか ら新 年 にか けて の休 暇 期 間 に は,村 の イ ヌ イ ッ トは,ゲ ー ム や

ダ ンス を して す ご して い る。

3.ク リ ス マ ス ・プ レ ゼ ン トの 交 換

アク リビック村で見 られ たク リスマス ・プ レゼ ン トの交換 は,村 レベルの もの と個人 レ

ベルの もの とい う二っ の種類 に大別 できる。

A.村 レベ ル で の プ レゼ ン トの交 換

村 レベルの ク リスマ ス ・プ レゼ ン トの交換 は,村 の役員 によ って企画 され,制 度化 され
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た ものであ り,ク リスマスを祝 う村 の昼食会の後 に行 われ る。1990年 の ク リスマス には,

12月23日 の午後2時 よ り2時 間あま りの時間 をか けてコ ミュニティー ・ホール で行 われ

た。

村 が組織 したプ レゼ ン トの交換 には,2つ の種類 がある。第一 の交換 は,村 の学童全員

の間で行われ る ものであ り,第 二 の交換 は,村 の世 帯主 な い しは各世帯 を代 表 す る者 約

60名 の間で行 われる ものであ る。

プ レゼ ン ト交換 の要領 は,両 方 とも同 じなので,こ こでは世帯主間の プ レゼ ン ト交換 に

っいて述べ ることにす る。 この交 換会 が開催 される約2週 間前 に,村 の役員が各 自だれ に

贈物 をす るか,ア ンケー トを とり,調 整 を行 って,各 世帯 の代表が必ず プ レゼン トを一っ

与 え,一 つ も らえるよ うにす る。

プ レゼ ン トの交換会 の当 日までに,プ レゼ ン トを用意 し,当 日,紙 に包 ん で持参 す る。

進行役 の指示 に従 って,世 帯代表 が,各 々,プ レゼ ン トを持 って大 きな 円座 をつ くる。進

行役 の2名 が その円座 の中央 に立 ち,ま ず,ラ イターを回転 させ,ラ イターの一方 の先端

が向いた方 向に座 って いた者 をまず指名 し,中 央 にごさせ る。進行役 は,そ の人が だれ に

プ レゼ ントす ることにな っているか をたずね,そ の人物の名前を呼ぶ。呼ばれ た人物 は中

央 にや って きて,プ レゼ ン トを貰 う。 プ レゼ ン トを貰 った者 は,皆 の前で これ を開 いてみ

せ る。今度 は,プ レゼ ン トを貰 った人物がだれ にプ レゼ ントをあげ るかを告げ,進 行役が

その人物を円座の中央 に ごさせ る。 そ して プ レゼ ン トを貰 い,次 に彼 のプ レゼ ン トを次の

人へ渡す というや り方 で全員 が終 わるまで繰 り返す。 この プ レゼ ン ト交換が終わ るまで に

2時 間 あまりを要す る。

ある人物 は,工 具 キ ッ トー式 を貰 い,テ ィー ・カ ップー式 をプ レゼ ン トとして渡 したが,

通常,贈 物 は日用品か道具 であ り,20～30カ ナダ ・ドル(日 本円で2400～3600円 ぐら

いに相当)の ものが一番多 か った。 この交換で興味深 いのは,交 換 のや り方が特定 の世帯

代表2名 間で互 にプ レゼ ン トを交換 する とい う限定交換(AB,CD)で はな く,貰 っ

た人 は,送 り手 とは別 の人 にプ レゼ ン トを贈 るとい う一般交換(A→B→C→D→)で

あり,プ レゼ ン ト交換 を通 して,品 物 が全世帯 を一周 する形 をとる。 レヴ ィ=ス トロース

の交差 イ トコ婚つ いて のモデルをアナロジーとすれ ば,こ のプ レゼ ン ト交換 は彼 の言 う一

般交換 に相当 し,こ の交換 によって村 の各世帯 を連結 し,統 合す ることになる。村が全世

帯 を対象 と して一般交換形式 のプ レゼ ント交換を制度化 したことは,次 の点で重要である。

す なわ ち,こ の交換 のネ ッ トワークに全世帯が参加す る ことによって,日 常 の生活で は社

会 ・経済的 自立化が進ん だ世帯 間が連結 させ られ ることにな り,村 人の一体感 ない しはア

イデ ンティティーが再確認 される機会 となる。 これ は,ま た,村 の住民全員が血族 と姻族

の関係の網の 目によって結 びっ け られ ているアク リビック村 の社会的相互扶助 の規範 の存

在 とその重要性を象徴 していると考 え られ る。
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B.個 人 レベ ル の 交 換

ク リスマ スの時に は,村 人 の間で個人的な プレゼ ン トの贈与や交換が行われ るが,そ の

よ うな慣行の中 に,伝 統的 な社会関係が存続 し,作 動 して いることを伺 い知 ることができ

る。

ア ドミー とい う40才 代初めの男性 に焦点 をあててみ よ う。 筆 者 が知 りえ た限 りで は,

彼 につ いて は,次 のよ うな ク リスマ ス ・プレゼ ン トの贈与や授受が見 られた。

① 彼 は,同 じ村に住むサ ウニ ック(Sauniq)か らキ リス ト像の壁か け を貰 った。 ま

た,隣 村に住 むサ ウニ ックか らプロ ・ホ ッケー ・チ ームのTシ ャツを貰 った。

サ ウニ ックとはイ ヌイ ッ ト語で 「骨」を意味す る単語で,同 一人物 に由来す る名前 を共

有す る同名者 を呼ぶ時 に使用 され る特殊 な用語であ る。 イヌイ ット社会で は,名 前 に霊魂

が宿 っている と信 じられて いる。その霊魂には,特 定の性格,感 注 意志 パ ーソナリティー

や狩猟の技量 のよ うな人間の属性が内在 してお り,新 生児 に名前をっ けることによって霊

魂 とその属性 が新生 児 にの りうっ ると考え られて いる(岸 上1990a)。 従 って同一 の名 前

を持 っ ことは同一 の人間的な属性を持つ ことを意味 し,社 会的 に特殊 な人 間関係を持っ。

この同名者 関係 は,イ ヌイ ット文化にお いて は重要な関係で あるが,現 代 の 日常生活で

は一 種の冗談 関係 や象徴的 に重要 な社会関係 として と しか顕在的に は機能 していな いとい

え る。 しか しク リスマ スの時の ような非 日常的な場で は,ク リスマス ・プ レゼ ン トの交換

や贈 与の相手 とな ってお り,同 名者関係の存 在が一時的であれ,顕 在化 している。

② 彼 は,隣 村 に住む オバか ら手袋を プレゼ ン トとして貰 った。

彼 は,昔 か らかわいが って も らっていた約100キ ロ離 れた隣村 に住 むオバを訪 問 した時

に,オ バか らプ レゼ ン トを貰 って きた。拡大家族関係 にある血縁者 の中で も特 に親密 な関

係にあ る人 か らプ レゼ ン トを貰 っている ことになる。

③ 彼 は,同 じ村 に住む アンゴシアック(angoshiak)か らブーッ(冬 くつ)を 貰 った。

伝統 的なイヌイ ッ ト社 会で は,子 供 が生 まれ た時 に,へ その緒 を切 り,最 初 に服 を着せ

た者(以 下 これを助産人 と呼ぶ)と その子供 は,二 人 が生 きている限 り特殊 な社会 関係 を

形成 す る。子供 は,全 ての種類の最初 に取 った獲物 や作 った物 を助産人 に贈る義務があり,

一方,助 産人 は折 をみて子供 に プレゼ ン トを贈 った り,い ろいろな教育 を施 した りす る。

現在 では,大 きな村 や町の病 院で出産 が行 われ,イ ヌイ ッ トの助産人 が産室 に入 る ことが

で きないため,新 生児 とその母親 が村 に帰 ってきてか ら助産人 が決定 され る。従 って,現

在のそれは,象 徴 的な助産人 といえ る。 しか し子供 とその助 産人 の社会関係 の内容 や相互

作用 のパ ター ンは従前通 りであ る。助産人 は,男 であ って も,女 であって も,子 供 か らは

サナ ジ(sanaji)と 呼 ばれ る。一方,助 産人 は,女 の子であればアナ リアック(arnallak)

と,男 の子 であればア ンゴシァ ック(angoshiak)と 呼ぶ。 ア ド ミー は,彼 が象徴 的 な

助産 人 とな っている男 の子 か らブー ッを プレゼ ン トして貰 ったわけで ある。 ちなみに この
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プ レゼ ン トは,そ の子 の両親 によ って準備 された ものであ った。

④ 彼 は,自 分 の妻や子供以外 に同 じ村 に住 む自分 の姉,妹,父 方 オジ(古 老)や 母方

オバ(古 老)に 鏡や シロイルカの肉などをプ レゼ ン トした。

彼 は,血 縁者 の中で,日 頃,親 しくしている自分 の姉妹やこれまで面倒をみてきて もらっ

たことが あり,尊 敬 して いるオ ジやオバにプ レゼ ン トを贈 っている(彼 の両親 は既 に亡 く

な っている)。 プ レゼ ン トを贈 る対象 は,拡 大家族関係 にある血縁者 であ り,日 常 の親 密

さを反映 して いると言 える。

⑤ 彼 は,同 村 に住む まだ赤ん坊 のサウニ ックニ人 に,靴 などのプ レゼ ン トを贈 った。

彼 は,自 分の名前 を持 つ赤 ん坊 に,プ レゼ ン トを贈 った。 これ は,上 の① で述 べた逆 の

ケースで ある。

この男性の事例か ら分 かる ことは,ク リスマス ・プ レゼ ン トの交換や贈与 は,(1)拡 大家

族関係にあ る血縁者 の中 で も特 に 日頃親 しくしている者 の間,(2)同 名者間や(3)助産人 と子

供 の間で行われて いることである。 ここで注 目すべき点 は,こ れ らの3種 類の社会関係は,

伝統的な イヌイ ッ ト社会 の基礎 を形成 していた ものであ り,そ の関係が現在で もク リスマ

ス時 にはプ レゼ ン ト交換 を通 して顕在化 してい ることである。

4.ク リ ス マ ス と 新 年 の メ ッ セ ー ジ 交 換

欧米で は,ク リスマスの時 に家族 や親族 の者 が集 ま った り,ク リスマス ・カー ドや電話

で連絡を とりあ った りす るが,現 代 のイヌイ ッ ト社会 では,ク リスマスや新年 を迎 えた時

に,電 話やFMラ ジオ放送を利用 して のメ ッセー ジ交換 が盛 んに行 われ ている。

A.電 話 に よ る メ ッ セ ー ジ交 換

アク リビック村で は,電 話が1980年 代 の半 ばか ら普及 し始 あ,現 在 で は一世 帯 に一台

の電話 どころか,多 数の若者が 自分 の部屋 に電話 を引いてい る。電話 は本来,1対1の コ

ミュニケー ションの手段で はあるが,こ の導入 と使用 は,イ ヌイ ッ トの人 間関係 に多大 な

影響 を及ぼすに至 って いる。電話 によるコ ミュニケー ションは,村 内 コ ミュニケーシ ョン

と村外 コ ミュニ ケーシ ョンに大別で きる。

村内 コ ミュニ ケーシ ョンに電話 を利用すれ ば,訪 問 しな くて も,狩 猟 の打 ち合 わせ,食

事への招待 や必要 な物をねだ るな どのお願 いをする ことができるよ うになった。 イヌイ ッ

ト社会で は,人 々 は頻繁 に親族 の者 や友人 を訪問す る慣習 があるが,テ レビ,ビ デオや電

話 の普及 とともに,こ の訪問慣習や パ タンが変化 し,対 面 的な接触 の頻度が少 な くなって

きたよ うに見受 け られ る。

また村外 コ ミュニケー ションに電話 を利用 す ることによ って,遠 方 や他地域 の村 に住ん

でお り,日 頃 は会 うことのできない親族 の者 や友人 と簡単 に連絡が取れ るよ うにな った。

電話 がイヌイッ ト社会 に普及 する以前 は,ひ とたび別 れ,別 々の村 に住む と再会す ること
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は極 めて難 しいことで あったが,電 話 を利用す るようになってか らは,近 況を お互 いに知

らせ合 うことがで きるようになった。従 って,か つて親族関係維持の基礎 は,同 一 の村 な

い し近隣の村に住み,会 ったり,話 したり,一 緒 に仕事 をす ることで あったが,電 話 の導

入 によってそれ らの ことは必ず しも必要条件で はな くなって きた。例えば,イ ヌイ ッ ト社

会 に特徴的な相互 扶助 は,原 則的 に所与 の時点で同一 の場所 にいる親族や友人 の間で行 わ

れて きたが,筆 者 の友人 の一人 のイヌイ ッ トは,金 銭 に困 った時 は,約200キ ロメー トル

離れた ところの村 に住む兄の一人 に電話 をか け助 けを求 めていた。

このよ うに電話 の導入 は,イ ヌイ ッ トのコ ミュニケー ション ・パ タンに革新を もた らし,

社会関係な どに多大の影響を及 ぼ して きたといえ るのである。 このことは,ク リスマスや

新年のよ うな現代 の イヌイ ッ ト社会 の祝祭 の時 に も妥 当す る。 この季節 には,他 村 に住む

イヌイ ッ トの友人 や親族 の者 との間で盛ん に 「ク リスマスおめでと う」や 「新年 おめでと

う」のメ ッセー ジ交換が電話 によって なされ,近 況 の報告 や旧交 を温 めることが行 われて

いるのであ る。電 話の相手 は,他 の村で現在,生 活 を している親子,兄 弟姉妹 を中心 とす

る拡大家族 の成員,同 名者,助 産人や友人 たちで ある。

B.村 内 のFMラ ジ オ放 送

カナ ダ政府 の政策 によ り,極 北地方 にあるすべて の村落 には,村 内向 けのFMラ ジオ

放 送施 設が設置 されてい る。 このFMラ ジオ放送 は,電 話 の利用 とあいま って,イ ヌイ ッ

トの コ ミュニケー ション ・パ タンに革新を もたら して きたといって も過言で はな い。

特 に,電 話 とは異 な り,ラ ジオ放 送 は一挙 に,多 数 の人間 に同 じ情報を伝達す ることが

で きるとい う点 で重要 であ る。

通常,一 人 のアナ ウンサ ーな りDJが 村 内にあ るFMラ ジオ放 送所 か ら,村 民 に対 し

放送 を し,情 報 を伝達す るのが一般 的ではあ るが,各 世 帯の電話の普及 ・利 用に より,村

人 が家 か ら放送所 に電話をか ければ,ア ナ ウンサーが ラジオ放送 に接続 し,村 中の全世帯

へ とその話 しを放送 す ることがで きるよ うにな った。 すなわち一一方 的 とはいえ,1対 複数

の村人 とのコ ミュニケー シ ョンが可能 とな ったのであ る。 例えば,村 内でだれかを探 して

い るとすると,ラ ジオ放送所 に電話をか け,そ の人物 にたい し,だ れだれに電話 を して く

れ と放送す る。 また,村 役場や政府の通達事項,誕 生 日のお祝い,子 供 の出生 の知 らせ,

人の死亡 の知 らせな どを放送 した り,村 人の意見や情報交換 の手 段 と してFMラ ジオ放

送 が活用 されている(注3)。 そ して新 年 の挨拶 や ク リス マスの メ ッセー ジ交換 に も,

FMラ ジオ放送 が利用 されてい るのであ る。

現在 のアク リビック村のイ ヌイ ッ トは,各 自がFM放 送所 に電 話 をか け,村 人 全員 や

何人かの村人 に対 し,新 年 や ク リスマ スの メッセ ージを,一 日中,放 送 しあ ってい る。 他

の村のFMラ ジオ放送 所へ長距離電 話をかけ ることによって,他 村 に住 む親 戚 や友人 に

新年の挨拶 や クリスマスのメ ッセー ジを伝 え ることがで きるようにな った。 例えば アク リ
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ピック村の ア ドミー ・アナウタ ックの家で は,ア ドミーと彼の妻 アマ リーが,約100キ ロ

離れた村に住 んで いるアマ リーの母親,そ の家 族や親戚の者に ク リスマ スの メッセー ジを

伝え るため,隣 村のFMラ ジオ放送所 に長距離電話 をか け,メ ッセー ジを その村 中 に流

した。翌 日には,ア マ リーの母親が,ア ク リビック村のFMラ ジオ放送 所 に電話 をか け,

アマ リーの家族や アク リビック村 に住む友人や親戚 にク リスマスのメ ッセー ジを村中 に流

した。

このよ うに各々の村で行われて いるFMラ ジオ放 送や各世帯 にある電話 の利 用 に よ り,

一人の人間が,一 方的で あるにせ よ,村 内外の多数の人間に情報 を伝達 で きるよ うにな っ

たとい う点で,イ ヌイ ッ トの情報交換や コ ミュニ ケーションのパ タンに大 きな変化 を もた

らし,ひ いて は社会関係 に も大 きな影響 を及ぼ して いるのであ る。

5.小 結

カナ ダ ・イ ヌイッ ト社会の ク リスマス ・シーズ ンは,祝 祭 とプ レゼ ン ト交換 の季 節であ

る。カナ ダ国ケベ ック州 にあ るア ク リビック村 では,年 末 の12月20日 頃か ら翌年 の1月

初頭にかけての約2週 間 は,村 が主催 す るゲーム大会,昼 食会 やプ レゼ ン トの交換 会など

村全体 をひ とっの単位 とす る催 しが多数開催 された。

本稿で は,こ の ク リスマスか ら新年 にか けてみ られ たク リスマ ス ・プ レゼ ン トの交換 と

メ ッセー ジ交換 につ いて報告 して きた。その結果 を要約す ると次のよ うにな る。

① ク リスマ ス ・プ レゼ ン トの交換 には,制 度化 され た村 レベルの交換 と個人 レベルの

交換がみ られ る。

② 村 レベルのプ レゼ ン トの交換 は,経 済的価値の低い品が,世 帯Aか らBへ,Bか

らCへ と村 中の全世帯 を横 切 るよ うに交換 されてい き,村 レベルで の互酬 性 や相互 扶助

の規範を象徴 的に示 して いると考え られ る。 また,こ の慣行 は,村 の社会 的統 合 にも一役

か ってい ると言え る。

③ 個人 レベルの プ レゼ ント交換で は,主 体 的に贈与 する相手 が決 め られ るが,贈 与や

交換の相手 は,拡 大家族 メ ンバ ーの中で も特 に親 しい者,同 名者 や助産人 であ ることが多

い。

④ ク リスマスや新年 のメ ッセー ジの交換 は,電 話やFMラ ジオ放 送 を利 用 して行 わ

れ る。

⑤ 電話 やFMラ ジオ放送の利用 によって,メ ッセージが他 の村 に住 む友 人 や親戚 に

も伝え ることがで きるよ うになり,こ れ まで にない形 の親族 の連帯性や友人関係の維持 が

で きるよ うにな った。

⑥ 電話 によ るメッセ ージ交換 は1対1で あるが,FMラ ジオ放送の利用 により1対 多

数で メッセ ージを送 ることが可能 になった。
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⑦ メ ッセージが交換 され る相手 は,村 内外 に住 む血縁 および婚姻 によ る親 戚,友 人,

同名者や助産人で あることが多 い。

以上,7っ の点か ら判断す ると,現 代の イヌイ ッ ト社会 のク リスマス ・シーズ ンにみ ら

れ るク リスマス ・プ レゼ ントの交換や メ ッセージの交換 の基礎 とな る人間関係 は,村 全体

拡大家族関係 や同名者関係や助産人関係で あると結論 しえる。実 は,こ れ らの人間関係は,

伝統的なイ ヌイ ッ ト社会の基礎 を形成す る社会関係 であった。かか る点か ら,こ の100年

の うちに世帯 の核 家族化な い し小規模化,労 働単位 の小集団化や少人数化に より,表 面的

にはイ ヌイ ッ ト社会 の構造 は大 き く変化 してきて いるよ うに見 えるものの,ク リスマス ・

シーズ ンな どの折 に は,伝 統的 な拡大家族関係 や特殊 な社会関係が作動 してお り,社 会 の

通時的な連続性 がみ られ るといえる。

本研究 の成果 と関連 して,文 化人類学や社会学の幾っか の交換理論 にっいて二っ ほど意

見を述べてお きた い。社会学者 のホマ ンズもブラウも程度 の差 はあれ,1対1の 相互作用

ない し交 換活 動を分析 の基盤 と して いるが,文 化人類学で は,交 換活動 と全体社会 との関

係,や 交 換 システ ムが分析 の対象 とされて きた。本研究 の成果 は,後 者の分 析 アプローチ

の正当性 を支持 す るものであ る。 イヌイ ット社会にお けるプ レゼ ン ト交換 やメ ッセ ージの

交換を事例 とするな らば,1対1の 相互 作用に着 目して交換活動 を分析 する ことは実 りの

多いアプローチとはいえない。 とい うの も交 換活動 の背 後には,親 族 関係 や他 の特殊な社

会関係 のシステムが存在 し,そ の理解 な しには,イ ヌイ ッ トの交換 を理解 で きない と考え

られるか らで ある。従 って,個 人 の行為 に着 目す る社 会学的交換理論 をよ り一層発展 させ

るためには,二 者 間関係 か ら出発す るので はな く三者間関係以上の関係か ら分析 しな けれ

ばな らない し(例 えば増子1982,注4),交 換活動 を単 に功利的な視点 か ら分析 す るの

で はな く,活 動 が行われて いる社会 システムの関係のなかで把握す ることが必要 であ ると

思われ る。

また,文 化人類学 者サ ー リンズの提唱 した3つ の交換概念 と社会 的距離 との関係につい

てい うな らば,イ ヌイ ッ ト社会におけ るク リスマスのメ ッセー ジやプ レゼ ン トの交 換 は,

大半 がサー リンズの言 う 「一般 的互酬性」 に相 当す る。 そ してそれ ら交換 の範囲 について

言 うな らば,交 通 の便 の発達 や新 しい通信技術 の導入 によ ってその地理 的距 離 は拡大 しつ

つあ るが,社 会 的な距離 とい う点 では,依 然 として拡 大家族 の メンバーや特 殊な社会関係

(疑似 的親族 関係)に あ る人々である。 したが って一般 的互酬性 と親族 関 係 の社会 的距 離

とに は相 関関係 があ るとす るサー リンズの仮 説を この研究 は支持 してい る(注5)。

(謝辞)本 研究 は,1990-1991年 のカナ ダ国 ケベ ック州 アク リビック村での第5次 調査 の

成果の一部 であ る。 この調査 は1990年 度 カナ ダ政 府研 究出版補助金によ り可能 とな った。

さらにデー タの整理 ・分析を行 うにあた って,平 成3年 度文 部省 科学 研究 費(奨 励研 究
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A,課 題番号03710134)の 助成を得た。 カナダ国政府 と日本国 文部 省 に対 し,記 して感

謝す る次第で ある。

注

(1)ポ トラ ッチとはチヌー リ語で食物を供給す るや消費 することを意味す る語で ある。 こ

の慣行 は,主 に対立 する集団間 もしくは個人 間で行 われ,相 手か ら財 の贈与をうけた者は,

それ以上 の財 を返礼 しなけれ ばな らないとす る一種 の放蕩 的贈与競争 のことである。 この

慣行 は,西 欧的 な経済原則 によって は理解 されえなか った。

(2)アニ ミズムは万物 に霊魂が宿 って いるとい う思想 であ り,シ ャマニズム と は,「 シャ

マ ンを中心 とす る世界観 儀礼,信 者,依 頼者集団 などか らなる一宗教形態である。」(佐々

木　1988:344)。 なお,シ ャマンとは 「神や精霊か らその力能をえ,神 や精霊 との直接 交

流 によって託宣,予 言,治 病,祭 儀な どを行 う呪術 一宗教的職能者」の ことで ある(佐 々

木1988:344)。

(3) FMラ ジオ放送 を通 して,人 が良い ことを して も悪 いことを して も,す ぐに他 の村 民

に知 られて しまう。 うわ さとともに,FMラ ジオ放送 は,社 会的制裁や社会統制の手段 と

いう潜在的な機能 を有 して いる。

(4)二 者間関係 は,観 察 しやす く分析の単位 と して用 い られて きたが,そ の関係 は社会全

体の縮図で はない。例 えば,「宮崎県 の幸島で群 を離 れて単独生活 を送 って いるオスた ちが

2頭 だ け出会 って いる 「場」 にお いて は,た がいの優劣 関係 をあか らさまに示す ような行

動 はほとん どみ られず,か な り対等な相互行為を展開す る。 しか し,こ こにもう1頭 オス

が加わ り 「場」の構造が三者的な ものに変わ ったとたん,に わか に優劣関係があか らさま

にな る。」(菅 原　1991:26)。

(5)な お,バ ーチ(Burch　 1970)は アラスカ北部 のイヌイ ッ ト社会 に かっ て存在 して い

た交易パ ー トナ ー関係の研究を とお してサー リンズの一般的互酬性 の概 念に は,問 題があ

ることを指摘 して いる。
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